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水田におけるホイルトラクターの利用に関する研究

一特に施肥作業について－

石戸谷　　　孝・武田太一

八木稀六二郎・上山順一

（青森県農就）

1．　生　え　が　舎

水田におけるホイルトラクターの利用に鵬しては．本

誌第5号に耕超整地作業について報告したが．トラクタ

ーの利用性の向上と．施肥作業の能率化を凶る目的から．

本報においては，山㌧　マこユ丁・スプレタダー利用による

堆肥散布．助．ブロードキャスター利用による肥料散布

についてその作業性能を実験訴萱し．併せて経済性の検

討を試みたので報告するものである・

トラクター

2．供試義の王贅織元

農1弄　供試機玉算諸元表

縮　　　　　　　約　　　型　　式　　出　力

－デビッド・ブラウン　　　　　8田　　　耶
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マこユ丁スプレツダー
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L　糎肥臥布作美

試験方法としては一堆肥の容積重描・8㌔（完熟），

凱・0塩の2種類の堆肥を供試して，落下分布，敗布巾

作業能率を調査したが．落下むらに封いては前者の完熟

堆肥の揚合が細大さく，しかも飲布量調節レバー位置に

上る落下量の差も判然としなかった．又有効敗布巾は2

～2・5mである．

作業能率は第2表に示す如くで．1台当少の項込み時

間吐実験Ⅰ場合は9・5号九・実験皿では7・U‰と後
者の地合が能率的であることが諭められる．運搬移動時

間は堆肥置場と圃場との鮨髄に関係するが平均迫．5分を

妻したが・この墟合の運搬距離は当地方鹿家の一般的を

距離とみなすことが出来る．

弟2表　マニユ丁スプレツダー1台当作業能率
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江　邦場区画　　佗nX】8・5m　　作業人員2人

又散布作業方法としては，実験Ⅰでは散布量1弧％0。

実験皿ではⅧ‰。とし，各々の地合について加地と，

鳩座区面2枚を迦接して1行程として作兼した場合につ

いて作業能率を求めた結果．108区画内では旋回操作が

困難をことから時間を多く必塾とする．従ってこの種作

業機で堆肥敗布作業を実施する地合は可能を限少広い面

積を対象にし行程として作業を行うことが望ましいと考

な封敷布量的節レバー位量は1錮％0．散布では5，
御輿0．散布では8が適当であった．

従って10‘当総所要時間は1別号伽では8町分，7御

輿0。では加分とみなすことが出来る．

之　肥料散布作業

プロ‾ドキャスターに上る施肥作業では，粉状肥料の

場合は均一敷布が不可能であることが秘められたので，

粒状の化成肥料を供試して実験を行ったが，先づ肥料吐

出性能は毎分最大で紳掛軸まで散布可能であ少，敗布量

の調節は〆ンバーによって通段階に調節される．又敗布

巾はトヲククーヂ・r・0駆動による放有坂の回転数によっ

て異なβ・供試トラクターに上るせ合は最大有効巾はほ

ゞ追払である・又肥料の落下分布は比較的整－であるこ

とが鵠められるが．敵布巾を小さくして作業を行った場

合は重を別画数が多くなることに上って敷布むらも出易

いと考えられることから．可能な限少散布巾を大きくし

て作業を行うことが望j Lhと考えられる．

散布作美能率は第8表控示した如くである

が・この場合104当の散布量は各々異なるがダンパー的

度は一定として．有効飲布巾は6mとして　肥料の績み

第3表　ブロードキャスターに上る化成肥料散布作業能率

1 0　 ■ 当 1 行 程 当 ダ　 ン　パ ー
有効 敗布 巾 散 布 速 ．度 散 布 時 間

圧 料　 横 1 0 8 当 総 1 0　0 当燃
散　 布　 量 作 業 面 積 開　　　 度 込 時　 間 所 数 時 間　2 ・8 分 料 消 費 量　0．（裕 戚

一蛤．0 鴎 即　 q 8 6．0 m 2 ．（D m ／劇r 6 ・0 分 1・0 分
反）．0 0 ′ 1 ・72 4．7 0．7 2．7 0．（Ⅳ
励．0 那 ′ 1・72 6．6 1・2 2．7 0．（汀
訂・U 加 1．44 6．0 1・2 2．8 0．肪

注　圃鴇区面　54mxl8m　　作美人員2人

込みは2人で行ったものである・この結果108正味散布

時向は平均2・8分で・積込み時間を含めてもほゞ2・5分

となカー馳めて能率的に肥料触席作業を行えることが認

められる．
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a　施肥作美効率並びに作業量

前述のことからfF架効寧及び作業量を求めてみるとめ

4表の如くであ少．圃場作業効率は堆肥作業16・2％†肥

第4表　作某効率並びに作業量

料飲布作業は亜・9％となり．毎時当少作業量は各々か〇・

1花α　となる．又1日8時間稼働とすれば実作業効率はほ

ほ舗％，粥％で】1日当作業量は各々1九か18■4加で
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第1図　利用面演と作業時間

従って施肥作

業における作集

能率は，臥5‰

で利用面横別に

よる作業時間は

第1回の如くな

る，

この結果本誌

第5号に述べた

如く．耕起整地

作業量は，トラ

ククー1台当少

約瓢h吐みなされることから，施肥作架における作業時

層はほほ1幼時聞となる・

屯　所安労力並びに所妾経賀

施肥作業における所製労力は．現行の人力作美（たゞ

し運搬作業は小型トラクター）では旭庄当少ほゞ6時間

とみなされるが，大型トラクターによった場合は第5表

に示す如く約1時間である・従って大型トラクターによ

る施肥作業は．慣行法のⅣ％とな少毎の労力で作業を

行え得る・

某5表　所妥労力及び作業経簑

作業名
作業 燃　 料

l撼料及び 作業 所掌
k 金

作 業

能率 消費量 潤滑油贅 人員 労力 経 費

堆肥傲布
分 J 円 人 忍 円 円

26 0・缶 14 2 壬汀 101
肥料散布 3．5 0．∞ 2 2 7 12 仏

計 9 ．5 0．飢 16 2 静 99 115

注　軽油：21・5円．／劇．潤滑油：加0円／β
潤滑油消費量：燃料消費量の1・5％　賃金＝1人100円／時

又所要経辛は．トラクター運営のための機械固定経費

と作業経費によって構成されるものであれ　これを第4

表及び第5表に示す・

弟6表　横板固定経簑算定基準
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l
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一所 プレナ〆・．・ 詔 15 0・05 0．12 1 側，畠抑

フ七一ト佃 － 13 8 ■ 0．017 0・184 jB I泌）

注利子率0．（瓶現車0・005保険料率0・00盟固定潤滑油貴皐0・01
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弟2図野讐発展肌明年と区）
よる施肥作業においては．その利用面横を劫ねとすれば

108当所要経費はほゞ棚円となり，充分経済的利用を図

ることが出来る，又慣行作業とトラクター作業における

所要経賀分岐点はほゞ盟加とみなすことが出来る・

昆　総　　括

トラクターによる施肥作業のうち，堆肥散布において

は．てこユアスプレツダーを牽引した場合その旋回半軽

が相当大きくなるため．1行程当少の作業面横は可能な

限少広くして作業能率及び作業精度の向上を囲ることが

必要である．又全作業時間のうち，積込み，運搬移動時

間の占める割合が極めて大きいため，横込み作業にかい

てはマ二ユ7日一ダーの利用と．運搬作業においては・

ノ、－フトラック鼻音による横雪期間中における堆肥運搬

性能の検討をし，堆肥作業の能率化を図ることによって－

作業量の拡大と所掌絶賛の軽減も可能となる・

又肥料散布作業においては，特に均一散布を行うため

に，敗布巾及ダンパ一関度の調整等いわゆる散布技術の

向上を図ることが最も必翼であると考えられる・

なおトラクター利用による施肥作美の所業労力は慣行

の㌔で実施することが出来・所製経費は・作業量をほ

ゞ詔血以上とすることによって，慣行経費以下とな少，

トラクター1台当力逢正負担面横とみなされる那加では－

その所要経費は終亜‰。となる・

従って以上のことから，施肥作業へのトラクター利用

は作美性能及び経済性からも，その利用性は極めて高い

と考えられる．


